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当地パラナ・オンライン紙（電子版）は，クリチバ市セントロ地区において発砲事件

が発生した旨報じているところ，概要を以下のとおり、お知らせ致します。 

 

 ８月１５日（金）午前１時３０分頃，クリチバ市セントロ地区セッチ・デ・セッテ

ンブロ通り(Av.Sete de Setembro)に所在するホテル（Condor Hotel）において，６名

の強盗犯がホテルに侵入し，所持していたけん銃でフロントの従業員を人質に取った。

間もなく脱出した従業員１名が，近くの文民警察に駆け込み救助を求めた。 

 文民警察が現場へ急行し，ホテルに立て籠もる強盗団を包囲したところ，警察官と

強盗犯の間で銃撃戦となったが，犯人全員が逮捕された。人質となった従業員に怪我

等はなし。 

 

 ＜当館からのお願い＞ 

・同ホテルは市営公設市場（Mercado Municipal）前に位置しており，日中は人通りの

多い所で事件が発生しています。 

 発砲事件の現場に巻き込まれたときは，姿勢を低くしその場から動かないようにし

て下さい。また付近で銃声音が聞こえたときは，音が鳴った方に決して近付かず現場

から離れるようお願いします。 

・万が一このような事件の被害に遭われた場合は，速やかに軍警察（Policia Militar、

電話番号１９０）に一報するとともに，被害届を最寄りの文民警察（Policia Civil、

電話番号１９７）に提出することが事件発生現場の巡回強化や捜査等にも繋がるため，

非常に大切であるとのことです。 

・被害拡大防止のため，在留邦人等の皆様と（個人情報をふせた上で）情報を共有す

るためにも，当館（担当：警備班・領事班）へご連絡いただければ幸いです。 


